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議
会
定
例
会
12
月
会
議
一
般
質
問

（
2
0
1
7
年
12
月
6
〜
8
日
）

後
援
会
長
の
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ
つ
が
な
く

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

雲
外
蒼
天
（
う
ん
が
い
そ
う
て
ん
）

暗
雲
の
外
に
出
れ
ば
、
青
空
は
広
く
温
か
い
。

雲
は
、
様
々
な
障
害
や
悩
み
を
表
す
。

困
難
を
乗
り
越
え
、
努
力
し
て
克
服
す
れ
ば
、

快
い
青
空
が
望
め
る
だ
ろ
う
。

一
歩
一
歩
を
着
実
に
歩
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

後
援
会
長　

芝
崎　

周
一

議
員
の
抱
負

敢
為
邁
往
（
か
ん
い
ま
い
お
う
）

　

本
年
は
、
結
果
を
恐
れ
ず
、
目
的
に
向
か
っ
て
困
難
を

も
の
と
も
せ
ず
、
後
悔
す
る
こ
と
な
く
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

１　

�

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
、

本
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
１
０
０
０
日
前
を

迎
え
、
各
地
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
会
場

と
な
っ
た
一
宮
町
を
核
と
し
た
、

本
村
や
、
近
隣
自
治
体
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
見
据
え
、

長
生
村
の
国
内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル

や
セ
ー
ル
ス
（
公
民
館
バ
ス
の
太

陽
君
サ
ー
フ
ァ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
や

ピ
ン
バ
ッ
ジ
・
シ
ー
ル
の
コ
ン
ビ

ニ
販
売
促
進
や
、
一
宮
町
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
サ
ー
フ
ァ
ー
に
よ
る

移
住
が
増
え
て
い
る
現
状
を
、
長

生
村
で
活
か
す
施
策
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
聞
い
た
。

Ⓐ　
村
で
は
、
一
松
小
学
校
が
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
教
育
推
進
校
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
の
交
流
を
通
じ
、
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
海

岸
清
掃
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
最

近
で
は
、
中
国
の
小
中
学
校
と
の

国
際
交
流
を
実
施
し
、「
お
も
て

な
し
」
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
長
生
郡
市
で
発
行

し
て
い
る
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
多
言
語
化
や
、
千
葉
県
長
生
地

域
振
興
事
務
所
が
事
務
局
と
な
っ

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
係
る
地
域
連
携
事

業
等
検
討
部
会
を
設
置
し
、
長
生

郡
市
の
振
興
を
図
る
検
討
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

サ
ー
フ
ィ
ン
協
議
の
実
施
に
お
け

る
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
た
め
、

近
隣
自
治
体
と
ど
の
よ
う
に
連
携

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
見
当
が
進
ま

な
い
状
況
で
す
が
、
12
月
20
日
の

町
村
長
定
例
会
議
に
お
い
て
、
一

宮
町
、い
す
み
市
が
主
体
と
な
り
、

長
生
郡
市
の
取
り
組
み
方
を
打
合

せ
し
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
歩
前

進
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
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情
報
収
集
に
努
め
、
取
り
組
み
を

具
体
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
村
も
首
都
圏
へ
の
通
勤
圏
で
あ

り
、
八
積
駅
周
辺
整
備
に
よ
り
、

交
通
結
節
点
機
能
の
強
化
を
図

り
、
利
便
性
の
向
上
を
併
せ
て
図

る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の
促
進
に

努
め
る
と
の
こ
と
。

２　
婚
活
・
少
子
化
支
援
に
つ
い
て

Q　
50
歳
時
点
で
一
度
も
結
婚
を

し
た
こ
と
が
な
い
生
涯
未
婚
率
は

昭
和
55
年
に
は
男
性
２・６
％
、

女
性
４・５
％
だ
っ
た
の
に
対
し

平
成
22
年
に
は
男
性
20
・
１
％
、

女
性
は
10
・
6
％
と
30
年
間
で
男

性
は
約
8
倍
、
女
性
は
2
倍
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
然
、
未
婚
率
の
上
昇
は
少
子

化
に
繋
が
り
ま
す
。少
子
化
対
策
、

地
域
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
、

村
の
現
状
と
支
援
策
に
つ
い
て
聞

い
た
。

Ⓐ　
結
婚
相
談
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
結

婚
相
談
所
が
事
業
を
行
っ
て
お

り
、毎
月
1
回
の
相
談
所
の
開
設
、

日
帰
り
旅
行
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
等
を

兼
ね
た
食
事
会
を
年
2
回
程
度
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
の
事
業
を
中
心

に
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
家
庭
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

な
新
た
な
事
業
の
検
討
を
し
な
が

ら
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
出
産
、
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
と
し
て
、

子
ど
も
医
療
費
、
病
児
保
育
、
学

童
保
育
所
な
ど
の
対
象
年
齢
を
引

き
上
げ
る
こ
と
や
、
不
妊
治
療
の

上
乗
せ
助
成
事
業
、
ま
た
、
今
年

度
か
ら
は
専
門
職
に
よ
る
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な

い
総
合
支
援
の
拠
点
し
て
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

３　

�

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
、
こ
れ
か

ら
の
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

Q　
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
や

人
口
減
少
の
始
ま
り
に
直
面
し
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
施
設
の
役

割
は
、
施
設
の
機
能
を
重
視
し
、

誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設

へ
と
進
展
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
施
設
建
設
に
つ
い

て
は
、
多
機
能
化
に
よ
る
利
便
性

の
向
上
。
地
域
の
核
に
な
る
拠
点

形
成
。
利
用
者
・
世
代
間
の
交
流

促
進
に
よ
る
賑
わ
い
や
楽
し
さ
な

ど
の
創
出
。
余
剰
ス
ペ
ー
ス
を
減

ら
す
こ
と
で
、
維
持
管
理
運
営
コ

ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
な
ど
の
課
題

を
満
た
す
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
村
が
直
面
す
る
公
共
施
設
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。

Ⓐ　
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施
設

の
整
備
は
、
村
民
ニ
ー
ズ
や
行
政

需
要
の
拡
大
に
合
わ
せ
て
進
め
て

き
た
た
め
、
そ
の
多
く
の
施
設
で

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
一
斉

に
大
規
模
改
修
又
は
建
て
替
え
が

必
要
な
時
期
を
迎
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
、
人
口
減
少
や
少
子
・
高

齢
化
に
よ
り
、
そ
の
時
代
に
応
じ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
将
来
に
向
け
て

公
共
施
設
等
の
維
持
更
新
に
多
額

の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
将
来
像
を
見
据
え
八

積
駅
周
辺
へ
の
公
共
施
設
の
集
約

を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
予
定
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
集
約
を
図
る
こ
と
が
で

き
な
い
既
存
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
適
時
適
切
な
改
修
や
保
有
量

の
適
正
化
を
図
る
と
の
こ
と
。

Q　
中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
に

よ
る
、
仮
称
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
観
光
の
情
報
提
供
や
国

際
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
ｉ

マ
ー
ク
）
や
、
村
内
外
の
方
が
利

用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
併
設

し
、
ま
た
、
２
０
１
８
年
１
月
デ

ビ
ュ
ー
の
房
総
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
や
村
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
近

隣
と
共
有
し
、
相
互
利
用
が
で
き

れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
も
期
待
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

長生村10年間の人口推移（人）
転入者数
（A）

転出者数
（B）

出生者数
（C）

死亡者数
（D）

平成28年度 531 490 71 172
平成27年度 484 446 73 171
平成26年度 432 431 86 174
平成25年度 455 483 80 176
平成24年度 478 453 85 174
平成23年度 496 399 95 160
平成22年度 477 432 73 167
平成21年度 536 504 93 161
平成20年度 500 482 105 159
平成19年度 556 497 111 140
合　計 4,945 4,617 872 1,654

A－B＋C－D＝－454人
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平成29年議会定例会12月会議提出議案一覧
議案番号 議　　　　案　　　　内　　　　容
同意第11号 教育委員会委員の任命の同意を求める

議案第38号 長生村工場立地法地域準則条例の制定

議案第39号 長生村企業立地条例の一部を改正

議案第40号 長生村税条例の一部を改正

議案第41号 平成29年度一般会計補正予算

議案第42号 平成29年度国民健康保険特別会計補正予算

議案第43号 平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算

議案第44号 平成29年度介護保険特別会計補正予算

請願第３号 障害児者の「くらしの場」の拡充を求める（教育民生常任委員会付託）

平成29年議会定例会
12月会議提出議案審議結果

氏　名

同
意
第
11
号

議
案
第
38
号

議
案
第
39
号

議
案
第
40
号

議
案
第
41
号

議
案
第
42
号

議
案
第
43
号

議
案
第
44
号

発
議
案
第
3
号

立　川　智　浩 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鈴　木　　　博 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

井下田　正　美 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

石　川　吉　一 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

増　子　勇　男 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

千　葉　一　雅 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

矢　部　眞　男 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

門　口　　　昭 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小　倉　利　一 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山　口　裕　之 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
片　岡　啓　治 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鈴　木　征　男 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東　間　永　次 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中　村　秀　美 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

関　　　克　也 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
＊阿井市郎議員は議長のため賛否に参加しません。

　
小
髙
村
長
は
、
長
生
郡
の
町
村

会
の
会
長
で
あ
り
ま
す
。
自
治
体

間
と
の
連
携
を
図
り
、
ま
た
、
全

国
町
村
会
長
会
で
も
呼
び
か
け
、

若
者
た
ち
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

と
は
何
か
、
ま
た
、
地
方
に
必
要

な
も
の
は
何
か
を
国
に
訴
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ⓐ　
数
々
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
議
員

か
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
少
し
で
も
組
み
入
れ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
2₉
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

全
国
町
村
会
長
会
が
行
わ
れ
、
国

か
ら
地
方
へ
活
力
の
注
入
を
す
る

こ
と
も
決
意
の
中
に
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
私
自
身
は
全
国
で
意
見
を
言
う

立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
の

町
村
会
で
は
、
そ
れ
な
り
の
発
言

を
申
し
上
げ
、
県
を
挙
げ
て
要
求

し
て
い
き
ま
す
。

　
長
生
郡
の
町
村
会
で
は
、
群
内

で
住
民
の
取
り
合
い
は
や
め
よ

う
、
郡
市
部
か
ら
人
に
来
て
い
た

だ
く
、
住
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

議
論
し
て
い
ま
す
。

　
人
を
呼
び
込
む
施
策
を
先
行
し

た
と
こ
ろ
か
ら
学
び
、
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
発
展
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

決算審査特別委員会調査報告
番　号 件　　　名 審査結果

認定第１号 平成28年度一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第２号 平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定

認定第３号 平成28年度公共下水道事業歳入歳出決算の認定に
ついて 認定

認定第４号 平成28年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について 認定

認定第５号 平成28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定

決算審査結果報告
氏　名 認定番号 結　果

鈴　木　征　男 認定１～５号 不認定

東　間　永　次 認定１～５号 認定

片　岡　敬　冶 認定１～５号 認定

山　口　裕　之 認定１～５号 認定

石　川　吉　一 認定１～５号 認定

立　川　智　浩 認定１～５号 認定
矢部議員は委員長のため賛否に参加しません
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編
集
後
記

　

子
ど
も
た
ち
に
「
大
人
に

な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
」
を

尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
発

表
さ
れ
た
。
男
の
子
の
1
位

は
「
学
者
・
博
士
」。
人
気
の

サ
ッ
カ
ー
選
手
や
野
球
選
手
を

抑
え
、
15
年
ぶ
り
に
ト
ッ
プ
に

な
っ
た
。
女
の
子
は
21
年
続
け

て
「
食
べ
物
屋
さ
ん
」
が
1
位

と
の
こ
と
だ
。そ
れ
に
し
て
も
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
に
は
、
私
た
ち
大
人
の

責
任
が
大
き
い
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。 

（
Ｋ
・
Ｉ
）

1
月
27
日（
土
）13
時
〜

山
口
事
務
所

教育民生常任委員会
審査件名　障害児者の「くらしの場」の拡充を求める請願
　平成29年9月12日に再開された議会定例会9月会議に提出された請願第3号、障害児者の「くらしの場」の
拡充を求める請願書は、教育民生常任委員会に付託されました。
　10月27日及び11月16日に委員会を開催し、慎重に審査しました。

1
月

　
6
日
　
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
7
日　

成
人
式

　

9
日　

議
会
定
例
会
1
月
会
議

　

13
日　

金
田
消
防
団
出
初
式

　

18
日　

 

心
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
実

践
勉
強
会

1
月
の
活
動
予
定

２
０
１
７
年　
長
生
村
重
大
ニ
ュ
ー
ス

﹁
長
生
中
学
校
屋
根
破
損
飛
散
事
故
﹂

　
平
成
2₉
年
10
月
23
日
に
、
長
生
中
学
校
で

は
校
舎
の
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
の
被
害

が
ま
た
し
て
も
あ
っ
た
。

　

平
成
2₄
年
₃
月
２
日
付
け
設
計
監
理
者

（
株
式
会
社
千
町
村
建
築
事
務
所
・
施
工
者

（
り
ん
か
い
日
産
建
設
株
式
会
社
千
葉
営
業

所
）
に
よ
る
報
告
書
に
は
、
平
成
23
年
8
月

30
日
引
き
渡
し
の
長
生
中
学
校
の
新
校
舎

が
、
平
成
23
年
₉
月
21
日
に
襲
来
し
た
台
風

15
号
に
よ
っ
て
屋
根
が
破
損
飛
散
し
た
。
破

損
後
の
復
旧
工
事
に
お
い
て
は
、
吊
子
と
屋

根
材
の
ハ
ゼ
組
の
掛
か
り
を
充
分
確
認
し
な

が
ら
施
工
し
、
他
の
部
分
も
確
認
い
た
し
ま

し
た
。
補
強
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
再
発
防

止
の
為
の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
あ
っ
た
。

﹁
長
生
中
学
校
管
理
棟
屋
根
破
損
に
関
す
る
原

因
究
明
と
屋
根
改
修
工
事
に
関
す
る
捜
査
報

告
﹂
代
表
報
告
者
　
公
益
社
団
法
人
　
千
葉
県

建
築
士
事
務
所
協
会

【
総
合
所
見
】　
２
０
１
₇
年

11
月
当
初
、
屋
根
葺
き
仕
上

げ
状
態
を
見
る
と
下
地
の
不

陸（
デ
コ
ボ
コ
状
態
）を
疑
っ

た
が
、
調
査
の
結
果
、
屋
根

施
工
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た

と
推
察
す
る
。

　

現
時
点
で
屋
根
の
被
害

が
出
て
い
な
い
範
囲
に
お
い
て
も
同
様
の
施

工
状
態
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
被
害
発
生
も
否
め
な
い
。

　
よ
っ
て
、
厳
し
い
内
容
に
な
る
が
、
今
後

の
被
害
が
発
生
し
な
い
た
め
に
も
、
当
該
建

物
の
屋
根
前
面
に
対
し
て
当
初
設
計
で
計
画

さ
れ
た
性
能
に
な
る
よ
う
、
更
正
工
事
と
し

て
﹃
屋
根
葺
き
替
え
工
事
﹄
の
実
施
を
助
言

す
る
。

　
な
お
、
更
正
工
事
中
に
お
い
て
屋
根
撤
去

後
に
下
地
不
陸
を
調
査
し
、
施
工
精
度
が
許

容
範
囲
を
超
え
る
部
位
は
補
修
す
る
こ
と
を

必
要
条
件
と
す
る
。（
本
文
の
ま
ま
）

　
こ
の
調
査
報
告
を
基
に
提
案
さ
れ
た
「
耐

震
型
勾
配
屋
根
Ｏ
Ｔ
式
モ
ダ
ン
ル
ー
フ
工

法
」で
屋
根
葺
き
替
え
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

概
算
で
は
あ
る
が
、
５
２
、８
₇
５
、０
０
０

円
（
消
費
税
別
）
と
な
る

請願の審査結果（不採択）
氏　名 審査結果

鈴　木　征　男 採　択
門　口　　　昭 不採択
千　葉　一　雅 不採択
井下田　正　美 不採択
鈴　木　　　博 不採択
立　川　智　浩 不採択

山口議員は、委員長のため賛否に参加しません。

審査意見
　現行の障がい福祉政策は、居宅サービスはもちろ
ん、グループホームや入所施設などの社会資源の絶
対的不足が慢性化しているとの意見が出された。
　一方、障がい児者の待機者数を含めた現状が不明
であり、具体的な根拠もない。また、障がい児者の
出現率は、高齢者と違って極端な伸びがあるわけで
はなく、施設整備を含めた問題については、慎重な
計画の立案が必要であるとの意見が出され、採決し
た結果、不採択となりました。


